

























































































































































































mind) や「生物学の哲学」(philosophy of biology) のような領域では、日本
語ではなく英語で論文を書いたほうが場合によってはよいかもしれない。
もちろん、自然科学の場合がそうであるように、二次的な情報としての「啓
蒙書」は日本語で書かれたものに需要があり存続するであろうが、一次的
な学術生産の場、例えば学会誌などの論文は日本語でなくなってしまうの
だろうか。
　日本思想研究などでは日本語の学術的意義がみとめられるであろうが、
そうではない欧米由来の哲学用語を用いて行われてきた哲学論文や哲学書
の中にも、いわば「Ｊ－フィロソフィー」として、引き続き日本語での一
次的生産に意義が認められるものが残ると思われれる8。「Ｊ－フィロソフ
ィー」とは、音楽における「Ｊ－ポップ」のように、外来起源のものが変
容したもののことである。19世後半以降、欧米の社会制度や文化は東ア
ジア世界に大きな影響を与え現在の日本文化の一部となっている。しかし、
それは欧米起源ではあるが日本への土着化の過程で変容し、もとのものと
同一ではなくなっている。日本語で書かれた哲学書の多くはそうした「Ｊ
－フィロソフィー」である。日本仏教や日本儒教は、それぞれ「Ｊ－仏教」
「Ｊ－儒教」である。同様な問題は、英語と韓国語の関係についても存在
するであろう。
　日韓両国は、長い歴史のなかで漢字をはじめ仏教や儒教など多くのもの
を共有してきた。江戸時代に日本に来た朝鮮通信使は、漢詩や漢文の筆談
によって相互の文化交流を行った。20世紀のある時期まで日韓あるいは
日韓中の学術交流はあまりなされていなかったが、近年その機会が増えて
８ 拙稿「生命の哲学と生物学の哲学：Ｊ－フィロソフィーの可能性」『哲学の探求』
（若手哲学研究者フォーラム）第34号、2007年、41–51頁
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きている。日韓についていえば、以前から日本、韓国のそれぞれが、欧米
との学術交流を行ってきたので、「日本－欧米」「韓国－欧米」の交流はか
なりあったのに対して、「日本－韓国」の交流はほとんどなかった。かつ
て日韓両国に漢字をはじめとする共通の文化基盤があったが、現在では、
それに加えて欧米の思想や文化も両国で共有されており、ウィルソンやド
ーキンスなどがその例となる。仏教や儒教が日韓両国で共有されると同時
に、その受容や展開の形態が異なっていたように、ウィルソンやドーキン
スの受容にも違いがみられるのは、先に指摘したとおりである。こうした
点について、英語を経由せずに日本語と韓国語の間で、漢字語の問題など
について検討することは、両国の人文学における日本語あるいは韓国語の
意義という観点からも重要である。
　かつて日韓中などの漢字文化圏では、筆談による「漢文」が共通言語と
して機能していた。現在、哲学などの東アジアの国際学会では、多く英語
が用いられおり、場合によって現象学やヘーゲル関係はドイツ語が、ある
いはフランス現代思想関係ではフランス語が、といった具合であり、日韓
中の間で欧米語を経由せずにコミュニケーションを行うのは難しい。しか
し、数学や自然科学などと違って人文学の場合、使用言語は内容と切り離
すことができない面がある。したがって欧米の言語を仲介とした場合、人
文学の内容的な部分が欧米の文化支配に従属してしまう危険性がある。つ
まり、日本語や韓国語で表現されている内容のうちで、英語で表現しやす
いものだけが評価されることになったり、英語の表現が元の言語からずれ
てしまい「二重翻訳」による誤解が生ずることにもなる。とりわけ、重要な
基本概念をめぐってその可能性がある。人文学においては、内容とそれを
表現する言語は全く外的に関係しているわけではないので、英語を介さな
い、日本語と韓国語の直接のコミュニケーションが、とりわけ大きな意義
をもっている。例えば、ウィルソンについての日韓両国の議論をともに英
語に翻訳して英語のものだけしか用いなかったとしたら、漢字語「統合」
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や「統摂」をめぐる議論は消えてしまう。そのため、実際にはこれまでも、
英語でコミュニケーションをしている場合でも、それがどう漢字で表記さ
れるかが話題になり、「筆談」が行われることもあった。韓国語や中国語
を日本人が習得して直接コミュニケーションを行うことが理想ではある
が、現実にはなかなか難しい。そこで、通訳者に頼ったり、漢字表記のパ
ワーポイントを用いたり、あるいは（特に日本語と韓国語の場合）自動翻
訳ソフトを補助的に利用することなどが、さしあたり現実的であろう。そ
うした観点からすれば、英語を介さない日韓の学術交流には、人文学にお
ける日本語あるいは韓国語の将来との関係で大きな意義があると思われ
る。今後もそうした形の学術交流が進展することが期待される。
　付記：本稿は、2008年11月22日にソウル梨花女子大学で行われたシンポジウム
「知の統摂・統合について──韓国と日本におけるＥ・Ｏ・ウィルソンの理解を
中心にして」における発表をもとに、当日の韓国側の発表と質疑の内容をふまえ
て作成したものである。
